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 令和５年度(2023 年度)学校の教育目標・経営方針            
 

理 念  

 

学校教育目標  

 

校 訓 

○自己実現に向け、最大限の 
可能性を伸ばす学校 

○命を守り、人の尊厳を大切に
する学校 

人とのつながりを大切にし、 

自分の考えを持ち、自分の考えを伝え、 

自分の考えをもとに行動できる人を育てる 
「夢・愛・心 真駒内」   

 
 

本校の役割 

○保護者・地域社会の期待に応える学校 

○キャリア教育を推進する学校 

○特別支援教育のセンター的役割を担う学校 

○肢体不自由教育の中心的な役割を担う学校 

 

 

 

 

 

 

本校の育てたい力「生きる力の五要素」 

①決める力（自ら考え判断する） 

②見る、聞く、感じる力（必要な情報を得る） 

③伝える力（意思等を効果的に表現する） 

④つながる力（人と協調する） 

⑤やる気・元気（健康や体力・身体機能の維持向上） 
 

経 営 方 針 

１ 児童生徒の安全・安心な学校生活を第一に、人権を尊重
し尊厳を守る学校経営を推進する。 

２ 学校教育目標の達成に向け、教職員一人一人が専門的、
協働的、創造的に学校経営へ参画する組織をつくる。 

３ 学習指導要領等に基づき、教育課程の適切な編成、実
施、評価、改善を行う。 

４ 肢体不自由教育の専門性の向上のため、教職員の研究
や研修の充実を図る。 

５ 児童生徒が健康を保持し、安定した状態で学習に取り
組めるよう、養護教諭、看護職員を中心に全教職員の協働 
により医療的ケアを含めた校内体制の充実を図る。 

６ 事故、災害、感染症等の発生に対し、組織的かつ迅速に
対応する危機管理体制の充実を図る。 

７ 社会に開かれた教育課程の実現に向け、保護者との緊
密なコミュニケーションやＰＴＡ活動、関係機関と連携 
した取組や教育活動の情報発信などをとおして、家庭・ 
地域との連携を深める。 

８ 地域における特別支援教育の充実を目指し、センター
的機能を発揮する。 

９ 教職員の働き方改革やメンタルヘルス対策など、職場
環境の改善を図る。 

10 学校予算の効率的な執行と、適切な事務処理を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教 育 方 針 

１ 児童生徒一人一人の教育的ニーズを受け止め、確かな
学力・生きる力を育む教育を推進する。 

２ 「生きる力の五要素」を軸に、小「広げる」、中「高め
る」、高「発揮する」のステップで、学びの連続性と発展
性を図る。 

３ 地域資源を積極的に活用するなど、キャリア教育の視
点による教育活動を各学部で計画的に進める。 

４ 担任、学年担当のほか、全校担当等による弾力的な指
導体制を組織して指導の充実を図る。 

５ 自立活動教諭と連携して的確な実態把握に基づく個別
の指導計画を作成し、自立活動の指導の充実を図る。 

６ 栄養教諭、自立活動教諭を中心に全教職員の協働によ
り、給食指導（摂食を含む）と食育の充実を図る。 

７ 児童生徒の学習活動を効果的に行うため、ＩＣＴの活
用を積極的に推進する。 

８ 学舎連携のもと、寄宿舎における生きる力の育成に向
けた生活指導の充実を図る。 

９ 個別の教育支援計画を活用し、本人、保護者の意向等
を尊重しながら関係機関と連携した進路指導を進める。 

10 共生社会の形成に向け、交流及び共同学習や地域と交
流する活動などを計画的に推進する。 

 

 

令和５年（2023年）度 重点目標 

育成を目指す資質・能力を確かに育てる教育活動の推進 
～ 共有・協働・改善 ～ 

 
 

経営の重点 

１ カリキュラム・マネジメントの推進 

 ・ 「カリキュラム・マネジメントの取組の流れ」等に基

づき、各学部・分掌等の業務と関連付けながら、全教職

員の参画による教育課程の改善に取り組む。 

２ 研究・研修の充実   

 ・ 教職員の指導上の課題解決につながる実践研究を進

め、その成果の共有と情報発信に取り組む。 

 ・ 研修履歴の活用などの新たな研修制度に基づき、個々

の教職員の主体的で効果的な専門性の向上を図る。 

３ 安全・安心な教育活動の推進 

 ・ 医療的ケアを必要とする児童生徒に関する情報共有

を密にし、看護職員と教職員との協働による実施に必

要な研修等を行うなど、運営の充実に取り組む。 

４ 働くことに喜びが湧く職場環境づくり 

 ・ 授業の充実に向けて、業務平準化の取組を計画的に推

進するとともに、新しいシステム等の活用による業務

の効率化に取り組む。 

５ 家庭・地域と連携した取組の充実 

 ・ 学校運営協議会において作成した「今後の家庭・地域

と連携した取組に関するプラン」を踏まえ、その実現に

向けた検討を進める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

指導の重点 

１ 小中高の学びの連続性と発展性 

 ・ 「生きる力の五要素」とキャリア教育の視点から、各

学部の重点となる教育活動とそれらのつながりを示し

た「学びのグランドデザイン」に基づき、全教職員の協

働により、12年間を見通した指導を行う。 

２ 資質・能力を確かに育てる授業改善 

 ・ 各教科等の指導において、観点別学習評価や「授業づ

くりの５つの視点」に基づき、資質・能力を確かに育て

る授業改善に取り組む。 

３ 自立活動の指導の充実 

 ・ 自立活動実態表や自立活動を主とする教育課程の学

びの履歴等を活用し、児童生徒の指導経過を教職員間

で共有し、適切な指導を行う。 

４ ＩＣＴを活用した指導の推進 

 ・ 指導のねらいに応じて、ＩＣＴを効果的に活用した

指導（各教科等の指導、他校との遠隔交流等）に取り組

むとともに、実践の成果等の共有を図る。 

５ 寄宿舎における生活指導の充実 

 ・ 卒業後の生活を見据え、基本的生活習慣や社会性を

着実に身に付けることができるよう、舎生の状況等に

応じた集団活動や行事等の充実に取り組む。 
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 令和５年度 学校運営の組織                    
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指導部門 
・B棟 
・C棟 
・D棟 

運営部門 
・庶務部 
・生活部 
・健康･安全部 
・研修部 

 

寮務主任・舎監 

事務主任、事務職員、公務補、医療的ケア看護職員、

〈栄養教諭〉、介護員、調理員、専門支援員 

事 

務 

教 

務 

指導部門 
・小学部〈訪問学級を含む〉 
・中学部〈訪問学級を含む〉 
・高等部〈訪問学級を含む〉 

  

運営部門 
・総務部 
・教務部 
・研究部 
・支援相談部 
・生徒指導部 
・保健体育部 
・健康推進部 
・進路支援部 
・情報教育推進部 

  

 
コーディネーター会議 
 

特別委員会等 
・運営委員会 ・学校保健委員会 ・防災対策委員会 ・校内教育支援委員会 ・衛生委員会 
・スクールバス運行委員会 ・医療的ケア推進委員会 ・学校給食委員会 ・教育課程検討委員会 
・校務支援システム推進委員会 ・いじめ防止委員会 ・旅行業者選定委員会 ・事故調査委員会 
・入学者選考委員会 

スタッフミーティング 
・管理職  ・各部主事 ・寮務主任 ・教務部長 ・Coチーフ ・訪問チーフ ・事務主任 

 ※必要に応じて拡大メンバーを招集 
コーディネーター会議 
・教頭 ・特別支援教育コーディネーター〈特別支援教育、進路支援、自立活動、保健〉 

PTA事務局 
マイカークラブ 
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 各学部の教育目標                          

 

小学部 

人とのかかわりを豊かに広げながら、いろいろなことに進んで取り組み、明るく元気に活動 

できる子どもを育てる 

 

中学部 

自分のよさや仲間のよさを認め、小学部で培ってきた基礎的な能力を活用し、他者と協力して 

活動できる生徒を育てる 

 

高等部 

一人一人の生徒の自立と社会参加に向けて、卒業後の社会生活に役立つ力を身につけるとともに、 

主体的に判断し、活動できる生徒を育てる 

 

本校の育てたい力「生きる力の五要素」～学部間の系統性

 

（１）決める力（自分で考え判断する力） 

小学部：学校生活を通して、生活に必要な行動や習慣を育てるとともに、それを基に選択したり考えたりする 

経験を積ませる 

中学部：見通しを持ち、自己の個性に基づいて、よりよい選択をしようとする力を高める 

高等部：多様な選択肢の中から、自己の意思と責任で主体的に選択、決定できる力を育てる 

 

（２）見る・聞く・感じる力（必要な情報を得る力） 

小学部：学ぶ楽しさを味わわせ、物事への興味・関心を広げる 

中学部：学習活動を通して、必要な情報を得るための知識と技術を身につける 

高等部：実践的・体験的な学習活動を通して、学習上・生活上必要な情報を多面的・多角的に収集・探索する力を育てる 

 

（３）伝える力（意思等を効果的に表現する力） 

小学部：一人一人の感情や要求など、日常生活に必要な意思を豊かに表現させる 

中学部：集団の中で、自分の意思を伝える経験を積み、適切に表現する手段を身につける 

高等部：自分の意思や気持ちを伝える力を、様々な学習集団や地域社会の方々との関わりの中で発揮できる力を育てる 

 

（４）つながる力（人と協調する力） 

小学部：集団の中で、相手の気持ちを受け止める力を身に付け、人とやりとりする力を育てる 

中学部：集団の中で互いに尊重し合い、自分の役割を理解し協力して取り組む態度を養う 

高等部：他者の多様な価値観や個性を尊重し、互いに支え合って生活する意識や態度を育成する 

 

（５）やる気・元気（健康や体力・身体諸機能の維持向上をする力） 

小学部：生活上・学習上に必要な基礎的技能の獲得を図る 

中学部：日常生活に必要な動作の基礎的技能を高め、自らに適した手段や技能を体得する 

高等部：健康で安全な生活を送るために、獲得した基礎的技能を発揮できる力を育てる 

運動機能を補う様々な支援を活用し、社会自立達成に向けた具体的な取り組みができる力を育てる 
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